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議会新役員、常任委員会等の委員構成が決定
平成26年6月定例会（6月11日～27日）

•今定例会では、副議長選挙及び議会選出の監査委員の選出を行ったほ
か、各常任委員会等の委員構成を変更しました。また、18名の議員が一
般質問を行いました。

•市長提出議案として、条例関係議案11件、補正予算議案５件、その他議
案６件を可決し、教育委員会委員等の選任議案４件に同意、諮問１件を
答申。また、一般会計補正予算については、付託先の総務常任委員会に
おいて継続審査となりました。

•議会提出議案として、人事案件１件に同意、「集団的自衛権行使を容認
する憲法解釈についての意見書の提出について」外１件を可決、陳情５
件を採択しました。

６月定例会/本会議（6/11～17）······················新役員の決定、一般質問、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   議案上程、採決 （1～4面）
 各常任委員会等（6/18～25）·······議案・陳情審査等 （2～4面）
 本会議（6/27）······························委員長報告、緊急質問、
 　　　　　　　　　　　　　　 議案上程、採決 （3・4面）

議会報告会･意見聴取会を開催しました！
～ 鎌倉市議会ってどんなところ？ Vol.９ ～

　現在検討中の議会基本条例では、議会情報を公開し、議会報告及び市民意見の聴取を行う場を設けることとして
います。そこで、5月10日及び14日に議会報告会・意見聴取会を先行的に開催し、平成26年２月定例会の審査概要を
報告した後、報告会の内容や議会運営、市政に関することについて参加者からご意見をいただきました。

議会基本条例素案へのパブリックコメントを募集します！
募集期間：９月１日（月）～９月30日（火）まで　　詳細は後日、市議会ホームページ等にて掲載します。

議会新役員決定

　各常任委員長及び予算等審査特別委
員長からそれぞれ２月定例会での審査
内容や経過の報告を行いました。
　報告後に質疑を受けました。

【開催の概要】
（鎌倉会場）
平成26年５月10日（土）
10時～12時　
市役所２階
議会全員協議会室
参加者　22名　
（大船会場）
平成26年５月14日（水）
19時～21時
大船学習センター３階
第１集会室
参加者　16名

　少人数のグループに分かれ、それぞ
れのテーブルに参加者と議員が同席
し、ご意見を伺いました。
　各グループで出された意見について
議員からその概要を発表しました。

　本市議会では、正・副議長など議会
の各役員については、申し合わせによ
り任期を１年とし、６月定例会で改選
することとしています。
　６月11日の本会議冒頭において副
議長選挙を行い、前川綾子議員が選出
されました。（議長は留任）
　また議会役員の改選に伴い、各常任
委員会等の委員構成の変更がありま
した。
　なお、議会選出の監査委員について
は、長嶋竜弘議員が選任されました。

中村聡一郎議長

市議会議員当選４回
副議長、監査委員、議会運営
委員長などを歴任
（みんなの鎌倉）
台在住　51歳

前川綾子副議長

市議会議員当選３回
教育こどもみらい常任委員長、
決算等審査特別委員長などを
歴任
（鎌倉みらい）
浄明寺在住　54歳

長嶋竜弘監査委員

市議会議員当選２回
監査委員、議会運営副委員長
などを歴任
（草莽の会）
極楽寺在住　50歳

【副議長選挙の結果】
前川綾子議員　21票
無効票（白票）４票

委員会 各委員会の所属議員
（◎委員長　○副委員長）

総 務 常 任 ◎中澤　克之　○保坂　令子　　千　　　一　　中村聡一郎
　永田磨梨奈　　岡田　和則　　松中　健治

教育こども
みらい常任

◎納所　輝次　○三宅　真里　　竹田ゆかり　　前川　綾子　
　髙橋　浩司　　久坂くにえ

観 光 厚 生
常　　 任

◎吉岡　和江　○西岡　幸子　　日向　慎吾　　渡辺　　隆
　渡邊昌一郎　　山田　直人

建 設 常 任 ◎池田　　実　○小野田康成　　河村　琢磨　　長嶋　竜弘
　上畠　寛弘　　赤松　正博　　大石　和久

議 会 運 営
◎久坂くにえ　○山田　直人　　河村　琢磨　　保坂　令子
　日向　慎吾　　中澤　克之　　納所　輝次　　髙橋　浩司
　岡田　和則　　赤松　正博

議 会 広 報 ◎上畠　寛弘　○河村　琢磨　　保坂　令子　　西岡　幸子
　池田　　実　　渡邊昌一郎　　小野田康成　　吉岡　和江

＜議会基本条例について＞
・�議会基本条例を作ろうとした背景。
なぜ議会基本条例が必要なのか。

＜議会報告会に関すること＞
・�報告の中で使われている用語の意味
がわからないと、何が問題になって
いるのか伝わってこない。

・�委員長報告は分かりやすい説明だっ
たが、前に議員がずらりと座って固
い感じがする。一方的に議員に説明
されると質問がしにくい。

・�これまで意見を出す場がなかったの
で、こういう場をどんどん作るべきだ。

・�今後報告会での意見をどのように取
り上げていくかが課題。

意見聴取会でのご意見（抜粋）



か ま く ら 議 会 だ よ り

　
本
市
に
お
け
る
ご
み
問
題
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
な
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

質
問
…
平
成
25
年
度
の
ご
み
処
理

の
実
績
を
聞
き
た
い
。

環
境
部
長
…
ご
み
焼
却
量
は
、
平

成
25
年
度
３
万
６
６
２
２
㌧
、

平
成
24
年
度
３
万
７
８
９
１
㌧

な
の
で
、
ご
み
は
減
少
し
て
い

る
。
な
お
、
ご
み
処
理
基
本
計

画
に
よ
る
平
成
25
年
度
の
焼
却

目
標
は
３
万
７
４
０
６
㌧
で
あ

り
、
目
標
よ
り
約
７
８
０
㌧
多

く
削
減
で
き
た
。

質
問
…
平
成
26
年
度
の
ご
み
減
量

化
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

同
部
長
…
家
庭
系
ご
み
の
戸
別
収

集
・
有
料
化
、
ま
た
製
品
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
資
源
化
の
実
施
時

期
の
遅
れ
な
ど
に
よ
り
、
ご
み

処
理
基
本
計
画
で
掲
げ
た
焼
却

ご

み

問

題

安
全
・
安
心

一般
質問 一般質問の全文は、８月下旬作成予定の本会議録を

図書館や鎌倉市議会ホームページ内「会議録検索シ
ステム」でご覧ください。

一般質問とは、市の事務や市が抱える課題等につい
て市長などにただすもので、
６月定例会では18名の議員が一般質問を行いました。
ここでは広報委員会で、事項別に整理した一部の内
容を掲載しています。

渡邊昌一郎 ……
松中　健治 ……
池田　　実 …… 
小野田康成 ……
竹田ゆかり ……
中澤　克之 ……

西岡　幸子 ……
納所　輝次 ……
髙橋　浩司 ……
千　　　一 ……

保坂　令子 ……
岡田　和則 ……
河村　琢磨 ……

吉岡　和江 ……
永田磨梨奈 ……

上畠　寛弘 ……

三宅　真里 ……
渡辺　　隆 ……

「ふるさと雇用・着地型観光事業関連の疑義」「観光行政全般」
「市長の政治姿勢」
「深沢地域のまちづくりについて」「ごみ処理政策について」
「不動産の管理、活用について」
「安全・安心な暮らしを守るために」「働く環境を守るために」「教育環境条件整備」
「防災等について」「観光等について」「子供たちの環境等について」「職員等について」
「環境等について」
「教育現場におけるノーマライゼーションの実現を目指して」「ごみ処理行政について」
「地域包括ケアシステムの構築について」
「包括予算について」
「重度訪問介護について」「高齢者介護と障害者介護について」「自転車との共存について」
「通学路と児童について」「災害時の要援護者対策について」
「ごみ処理施策」「情報システムの管理運営」
「防災について」「給与構造改善について」「コピー機の管理について」「公有地の管理について」
「障害者の権利に関する条約（障害者権利条約）批准承認に伴う今後の市の対応について」
「「アルテク」を活用した自治体運営の考え方について」
「業務におけるBYОDとシャドー ITへの対策について」
「デジタルタトゥーから考える情報リテラシー教育について」
「国際戦略総合特区における地域活性化に向けた市の捉え方について」
「ごみ問題について」「安心・安全・健康に暮しつづけられるまちをめざして」
「シティプロモーションについて」
「オープンデータ・ビッグデータを利用するこれからのまちづくりについて」
「公園・海岸等、憩いの場の整備について」「放課後の子どもの居場所について」
「鎌倉市長の国家観と政治姿勢等」「鎌倉の社会安全政策課題」
「市職員ならびに外郭団体（主に社協）の労務管理と給与」「労働組合、共済会への便宜供与是正」
「子ども・子育て支援新制度施行に向けて」「公共施設再編の取組み姿勢」「道路の安全性」
「文化財行政について」「土地利用について」

陳
情
の
議
決
結
果

用
語
の
解
説

※
印
の
用
語
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

地
域
支
援
事
業

　
介
護
保
険
法
に
規
定
さ
れ
た
介

護
予
防
事
業
で
、
被
保
険
者
が
要

介
護
・
要
支
援
状
態
と
な
る
こ
と

を
予
防
す
る
と
と
も
に
、
要
介
護

状
態
等
と
な
っ
た
場
合
で
も
、
地

域
に
お
い
て
、
自
立
し
た
日
常
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
市
町

村
が
責
任
主
体
と
な
り
実
施
す
る
。

目
標
量
の
３
万
７
２
１
㌧
を
達

成
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

質
問
…
今
泉
の
焼
却
施
設
が
停
止

後
の
平
成
27
年
度
末
に
向
け
た

減
量
化
の
可
能
性
と
対
策
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

同
部
長
…
平
成
27
年
度
末
ま
で
に

ご
み
焼
却
量
を
３
万
㌧
以
下
に

す
る
た
め
に
は
平
成
25
年
度
の

実
績
値
よ
り
約
６
６
０
０
㌧
を

確
実
に
削
減
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
有
料
化
と
減
量
施

策
を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
、
最

大
限
の
効
果
を
導
き
出
す
と
と

も
に
、
本
年
度
中
に
は
民
間
事

業
者
に
よ
る
資
源
化
や
小
規
模

施
設
に
よ
る
処
理
等
、
新
た
な

減
量
・
資
源
化
の
方
策
を
構
築

す
る
予
定
で
あ
る
。

質
問
…
削
減
が
必
要
な
約
６
６
０

０
㌧
の
う
ち
、
２
千
㌧
は
有
料

化
で
減
ら
せ
る
と
見
込
ん
で
い

る
が
、
残
り
の
４
６
０
０
㌧
の

ご
み
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
ど

う
処
理
し
て
い
く
の
か
。

同
部
長
…
排
出
事
業
者
へ
分
別
指

導
等
を
行
い
つ
つ
、
事
業
系
ご

み
で
は
、
手
数
料
の
改
定
で
５

０
０
㌧
、
分
別
の
徹
底
で
約
千

㌧
を
、
家
庭
系
ご
み
で
は
、
製

品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資
源
化
で

約
３
０
０
㌧
、
家
庭
で
の
取
り

組
み
で
約
１
３
０
０
㌧
を
、
そ

の
他
の
取
り
組
み
で
は
約
１
５

０
０
㌧
の
減
量
を
そ
れ
ぞ
れ
見

込
ん
で
い
る
。

質
問
…
事
業
系
ご
み
に
つ
い
て
、

収
集
運
搬
許
可
業
者
が
運
ん
で

き
た
ご
み
の
中
に
、
分
別
さ
れ

て
い
な
い
ご
み
が
混
じ
っ
て
い

た
場
合
、
排
出
事
業
者
に
ご
み

を
戻
し
て
い
る
の
か
。

同
部
長
…
分
別
さ
れ
て
い
な
い
ご

み
を
排
出
事
業
者
へ
戻
し
て
い

る
か
ど
う
か
は
確
認
し
て
い
な

い
が
、
今
後
調
査
を
行
い
排
出

事
業
者
へ
の
指
導
を
徹
底
し
て

い
き
た
い
。

質
問
…
議
会
で
は
新
焼
却
炉
建
設

用
地
選
定
等
、
焼
却
方
式
の
見

通
し
も
決
ま
ら
な
い
現
段
階
で

の
家
庭
系
ご
み
の
戸
別
収
集
・

有
料
化
は
実
施
す
べ
き
で
な
い

と
強
く
求
め
る
決
議
を
し
て
い

る
。
こ
れ
を
重
く
受
け
止
め
る

と
答
弁
し
た
市
は
き
ち
ん
と
説

明
を
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

同
部
長
…
戸
別
収
集
の
対
応
に
つ

い
て
は
コ
ス
ト
が
高
い
と
い
う

意
見
が
あ
り
、
収
集
コ
ス
ト
を

下
げ
る
こ
と
が
課
題
に
な
っ
て

い
る
。
こ
う
い
う
こ
と
を
き
ち

ん
と
説
明
す
べ
く
、
し
か
る
べ

き
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問
…
資
源
物
の
う
ち
分
別
率
が

低
い
も
の
は
何
か
。

同
部
長
…
分
別
率
が
低
い
も
の
は
、

紙
パック
約
30
％
、布
類
約
46
％
、

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
約

59
％
、
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
約

73
％
で
あ
り
、
本
市
発
行
の
減

量
通
信
な
ど
で
分
別
率
ア
ッ
プ

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

質
問
…
こ
れ
ら
の
品
目
の
分
別
率

が
80
％
に
ア
ッ
プ
す
れ
ば
、
ご

み
の
量
は
ど
の
程
度
減
る
の
か
。

同
部
長
…
４
品
目
合
わ
せ
て
約
１

９
４
０
㌧
の
ご
み
が
削
減
さ
れ

る
と
推
計
さ
れ
る
。

質
問
…
分
別
率
を
高
め
れ
ば
、
約

２
千
㌧
の
ご
み
減
量
が
図
れ
る
。

こ
れ
こ
そ
市
民
に
説
明
す
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

同
部
長
…
説
明
会
で
は
分
別
の
徹

底
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
が
、

有
料
化
に
あ
わ
せ
て
減
量
施
策

も
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

質
問
…
計
画
ど
お
り
に
ご
み
の
減

量
が
進
ま
な
い
こ
と
を
理
由
に

有
料
化
を
実
施
し
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
自
体
が
問
題
で
あ
る
。 　

本
市
に
お
け
る
介
護
保
険
制
度

改
正
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
な
質
問
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

質
問
…
高
齢
者
介
護
に
つ
い
て
は
、

要
支
援
１
か
ら
要
介
護
５
ま
で

の
介
護
度
の
う
ち
、
要
支
援
部

分
が
市
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
と
思
う
が
、
移
管
さ
れ
る

部
分
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
ど

の
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努

め
て
い
く
つ
も
り
か
。

健
康
福
祉
部
長
…
平
成
27
年
度
に

予
定
さ
れ
る
介
護
保
険
制
度
の

改
正
に
よ
り
、
要
支
援
１
、
２

の
方
に
対
す
る
訪
問
介
護
及
び

通
所
介
護
が
、
全
国
一
律
の
給

付
か
ら
、
市
町
村
が
実
施
す
る

地
域
支
援
事
業
（
※
）
へ
移
管

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

現
時
点
で
、
具
体
的
な
内
容

等
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
情
報

提
供
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
の
検
討
に
は
入

れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
が
、

夏
ご
ろ
に
は
国
か
ら
内
容
に
つ

い
て
の
提
示
が
あ
る
と
聞
い
て

お
り
、
そ
れ
を
確
認
し
た
後
、

介
護
事
業
者
や
利
用
者
の
方
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
向
け
た
検
討
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
…
こ
の
移
管
に
関
し
て
は
、

一
部
で
「
要
支
援
切
り
」
と
の

批
判
も
あ
る
が
ど
う
考
え
る
か
。

同
部
長
…
国
の
説
明
に
よ
る
と
、

移
管
後
も
専
門
的
な
サ
ー
ビ
ス

を
必
要
と
す
る
方
は
、
引
き
続

き
、
既
存
の
事
業
所
に
よ
る
専

門
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
、

ま
た
、
専
門
職
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ま
で
多
様
な
サ
ー
ビ
ス

を
適
切
に
提
供
で
き
る
よ
う
に

す
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
は
、
必
ず
し
も

サ
ー
ビ
ス
が
大
き
く
低
下
す
る

こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
国
か
ら

夏
ご
ろ
に
、
制
度
改
正
に
係
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を

踏
ま
え
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
な
工
夫

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
…
現
在
、本
市
の
要
支
援
１
、

２
の
方
の
人
数
が
ど
の
く
ら
い

か
教
え
て
ほ
し
い
。

同
部
長
…
平
成
26
年
４
月
末
時
点

で
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
方
の
総
数
は
９
６

３
２
人
で
あ
り
、
う
ち
要
支
援

１
の
方
が
１
３
３
９
人
、
要
支

援
２
の
方
が
１
２
４
７
人
と

な
っ
て
い
る
。

質
問
…
地
域
支
援
事
業
に
移
行
し

て
い
く
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の

た
め
の
体
制
づ
く
り
と
し
て
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
連

携
、
認
知
症
高
齢
者
へ
の
対
応

な
ど
、
非
常
に
広
範
囲
で
の
取

り
組
み
と
な
る
。

　
　
そ
う
な
る
と
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
担
う
業
務
も
こ

れ
ま
で
以
上
に
幅
広
く
な
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
、
現
在
７
カ
所

あ
る
同
セ
ン
タ
ー
を
増
や
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

今
後
の
方
向
性
を
聞
き
た
い
。

同
部
長
…
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
関
し
て
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
地
域
に

根
差
し
た
役
割
が
大
変
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す

る
た
め
に
は
セ
ン
タ
ー
の
増
設

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

27
年
度
か
ら
の
次
期
介
護
保
険

計
画
の
中
で
、
増
設
に
向
け
て

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

質
問
…
地
域
支
援
事
業
へ
の
移
行

に
つ
い
て
は
、
自
治
体
間
の
地

域
格
差
が
生
じ
る
の
で
は
な
い

か
と
の
懸
念
も
あ
る
。
近
隣
地

域
と
の
情
報
共
有
や
連
携
と
い

う
面
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

知
り
た
い
。

同
部
長
…
制
度
改
正
に
向
け
た
近

隣
地
域
と
の
連
携
や
情
報
共
有

化
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
横
須

賀
市
、
逗
子
市
、
三
浦
市
、
葉

山
町
及
び
本
市
の
関
連
部
署
の

担
当
者
が
集
ま
り
、
定
期
的
に

連
絡
会
を
開
催
し
、
課
題
解
決

や
長
期
的
計
画
の
あ
り
方
に
つ

い
て
の
情
報
交
換
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
情
報
共
有
の
場
と

し
て
湘
南
地
域
で
の
連
絡
協
議

会
も
設
け
て
お
り
、
今
後
も
こ

の
よ
う
な
場
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
情
報
交
換
や
共
有
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

【
採
択
し
た
陳
情
】

◇
鎌
倉
市
を
訪
問
す
る
学
童
・
生

徒
の
た
め
の
昼
食
等
の
施
設
確

保
に
つ
い
て
の
陳
情

陳
情
の
要
旨

　

他
府
県
な
ど
か
ら
本
市
を
訪
れ

る
児
童
・
生
徒
の
昼
食
を
と
る
場

所
が
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
公
的
施
設
利
用
等
の
便
宜

を
図
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の

委
員
会
及
び
本
会
議
の
審
議
結
果

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
総
員

に
よ
り
採
択

◇
市
が
定
め
た
ル
ー
ル
の
全
て
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

こ
と
を
求
め
る
陳
情

陳
情
の
要
旨

　

本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
市
が

定
め
た
ル
ー
ル（
要
綱
や
内
規
等
）

の
全
て
を
掲
載
し
、
い
つ
で
も
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と

い
う
も
の

委
員
会
及
び
本
会
議
の
審
議
結
果

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
総
員

に
よ
り
採
択

◇
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認

す
る
解
釈
改
憲
に
反
対
す
る
意

見
書
」
を
求
め
る
陳
情

◇
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
認
め
る

憲
法
解
釈
の
変
更
を
し
な
い
よ

う
に
政
府
に
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情

◇
「
憲
法
解
釈
の
変
更
に
よ
る
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
に
反

対
す
る
意
見
書
」
を
求
め
る
陳

情
書

陳
情
の
要
旨

　
３
件
の
陳
情
と
も
、
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
を
容
認
す
る
憲
法
解

釈
に
反
対
す
る
意
見
書
を
国
へ
提

出
し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の

委
員
会
及
び
本
会
議
の
審
議
結
果

　

委
員
会
は
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
本
会
議
は
多
数
の
賛
成
に
よ

り
採
択

こ
の
事
態
を
生
ん
で
い
る
の
は

市
長
の
責
任
で
は
な
い
の
か
。

市
長
…
本
市
の
ご
み
処
理
基
本
計

画
に
の
っ
と
っ
て
ご
み
の
削

減
・
減
量
を
事
業
者
や
市
民
と

進
め
て
き
て
お
り
、
予
定
よ
り

ご
み
を
削
減
し
て
き
て
い
る
。

ご
み
を
３
万
㌧
以
下
に
す
る
こ

と
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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か ま く ら 議 会 だ よ り

鎌倉市議会からのお知らせ

提出の締め切り…提出はいつ
でも可能ですが、定例会初日
の前日までに提出された場合
はその定例会で審査し、それ
以降の提出の場合は次回定例
会での審査となります。

◇かまくら議会だより　音声版・点訳版のご案内
仕奉字十赤訳点市倉鎌と会仕奉音録・読朗倉鎌、は」りよだ会議らくまか「 　

団のご協力により、音声版（収録テープ・デイジー）と点訳版を作成してい
ます。ご希望の方は議会事務局議事調査担当までお問い合わせください。

◇請願・陳情の出し方
と度制るせさ映反に政行てし通を会議市、を望要・見意のんさ皆の民市 　

して請願と陳情があります。請願は１人以上の紹介議員の署名が必要で
すが、陳情は不要です。提出に当たっては、所定の様式があるため、事
前に議会事務局議事調査担当までお問い合わせください。

鎌倉市議会事務局
議事調査担当

　
本
市
に
お
け
る
海
の
家
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
な
視
点
か
ら
質
問

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
…
夜
間
、
海
の
家
は
明
る
い

が
、
砂
浜
は
暗
い
た
め
、
街
灯

や
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
等
の
設
置
を

検
討
し
て
ほ
し
い
が
い
か
が
か
。

市
民
活
動
部
長
…
海
水
浴
場
の
開

設
期
間
中
は
、
海
岸
の
出
入
り

口
や
川
岸
に
仮
設
防
犯
灯
を
設

置
し
て
お
り
、
夜
間
の
事
故
防

止
や
避
難
時
の
手
助
け
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
花
火

大
会
開
催
時
に
は
、
材
木
座
に

は
非
常
用
照
明
、
由
比
ケ
浜
に

は
非
常
用
投
光
器
を
出
入
り
口

に
設
置
し
て
い
る
。

質
問
…
海
の
家
も
含
め
、
夜
間
の

防
災
対
策
を
さ
ら
に
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
津
波

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
映
像
を

本
市
で
も
作
成
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

防
災
安
全
部
長
…
照
明
器
具
の
設

海

の

家
可 決 し た 意 見 書

　議会は、地方自治法第99条の規定に基づき、地方公共団体の公益に関
することについて、意見書を国会または関係行政庁に提出することがで
きます。今定例会では次の意見書を可決し、鎌倉市議会として関係機関
に送付しました。

集団的自衛権行使を容認する憲法解釈についての意見書
　集団的自衛権については、過去、内閣法制局長官が、憲法第9条のも
とで許容される自衛権は自国を守るための必要最小限の範囲であり、集団
的自衛権はこの範囲を超える旨の政府答弁を行っており、政府も一貫してこ
の立場を貫いてきた。
　しかしながら、安倍首相は、「安全保障の法的基盤の再構築に関する
懇談会」の報告書に基づき、集団的自衛権の行使容認に向けた憲法解
釈を閣議決定することで、自らの一存で憲法解釈を変更できるとの立場を示
した。
　そもそも憲法は、首相を初めとする国家権力を厳格に拘束するものである
から、一内閣が憲法の解釈を勝手に変えるなど、国家権力自らがその拘束
を解くことは、我が国の立憲主義の原則に反することになる。
　国民主権の立場で国家権力を制限し、国民の人権を守るのが憲法の本
質的役割であり、立憲主義の原則であるという憲法の本質に照らしても、
憲法の解釈変更は権力者の恣意に任せられることがあってはならない。
　よって、政府におかれては、国民的議論を踏まえ慎重な審議を行い、立
憲主義の立場から、閣議決定のみによる憲法解釈の変更を行わないよう強
く要望する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　　平成26年6月27日
鎌　　倉　　市　　議　　会

可 決 し た 決 議
　議会は、６月27日の本会議において次の決議を行いました。
北朝鮮による日本人拉致問題の真相究明と早期の全面解決
を求める決議

　平成26年5月29日、日本国政府は北朝鮮との間で、政府認定の北朝鮮
による拉致被害者のみならず、民間団体の独自調査による拉致の疑いが排
除されていない失踪者、合計800人超に及ぶ方々についても調査することに
合意した。
　調査対象者には鎌倉市に在住・在勤していた方も2名存在し、北朝鮮に
よる日本人拉致問題は我が国の外交・安全保障問題のみならず鎌倉市及
び鎌倉市民にとっても平穏な生活を脅かすことであると認識するところである。
　よって日本国政府には、国際社会との連携を図りつつ、再発防止に向け
た取り組みを進めるとともに、2名の鎌倉市民、鎌倉市在勤者を含む特定失
踪並びに拉致被害の真相究明と北朝鮮による日本人拉致問題の早期の全
面解決を強く求める。
　以上、決議する。
　　　平成26年6月27日

鎌　　倉　　市　　議　　会

置
と
と
も
に
、
夜
間
の
避
難
訓

練
の
実
施
が
効
果
的
と
考
え
る
。

ま
た
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
映

像
は
被
害
状
況
を
視
覚
的
に
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
手
法
で
あ

り
、
防
災
意
識
の
啓
発
に
有
効

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
・
県
・

他
市
の
事
例
を
踏
ま
え
、
参
考

と
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
…
ク
ラ
ブ
化
し
た
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
た
場
合
、
市
と
し

て
の
対
応
は
。

市
長
…
海
の
家
の
営
業
に
関
す
る

ル
ー
ル
で
は
、
ク
ラ
ブ
営
業
の

禁
止
が
徹
底
さ
れ
る
よ
う
明
確

に
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
海
の

家
で
実
施
さ
れ
る
ラ
イ
ブ
な
ど

の
全
て
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、

近
隣
自
治
町
内
会
の
代
表
者
を

含
め
た
イ
ベ
ン
ト
審
査
会
が
そ

の
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と

を
定
め
て
い
る
。
よ
っ
て
、
違

反
が
あ
れ
ば
是
正
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
、
そ
れ
が
悪
質
で
あ

　
次
の
よ
う
な
緊
急
質
問
が
６
月

27
日
の
本
会
議
最
終
日
に
お
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
…
深
沢
地
域
国
鉄
跡
地
周
辺

総
合
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
土

地
区
画
整
理
事
業
と
地
区
計
画

に
係
る
都
市
計
画
決
定
手
続
き

を
見
合
わ
せ
た
理
由
を
聞
き
た

い
。

拠
点
整
備
部
長
…
都
市
計
画
決
定

に
係
る
公
聴
会
に
お
い
て
様
々

な
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま

た
、
地
元
団
体
か
ら
、
ま
ち
づ

く
り
計
画
へ
の
様
々
な
提
案
が

あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
新
ご

み
焼
却
施
設
が
当
該
地
を
候
補

地
の
一
つ
と
し
て
検
討
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
へ
の
対
応
及
び

見
極
め
の
た
め
、
手
続
き
を
見

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

質
問
…
新
ご
み
焼
却
施
設
候
補
地

の
２
次
選
定
結
果
に
つ
い
て
、

当
該
地
が
４
つ
の
候
補
地
の
う

ち
の
一
つ
に
選
定
さ
れ
た
理
由

れ
ば
、
厳
し
く
対
応
し
て
い
く

こ
と
を
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

質
問
…
海
浜
組
合
連
合
会
の
規
約

に
は
、
暴
力
団
の
排
除
に
関
す

る
項
目
が
あ
る
が
、
審
査
会
や

連
合
会
等
に
お
い
て
そ
の
担
保

は
と
れ
て
い
る
の
か
。

市
民
活
動
部
長
…
県
が
定
め
た
海

水
浴
場
施
設
の
占
用
許
可
に
係

る
審
査
基
準
で
は
、
暴
力
団
関

係
者
に
対
し
占
用
許
可
を
行
わ

な
い
と
定
め
て
お
り
、
海
の
家

の
出
店
が
で
き
な
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
全
て
の
海
浜
事
業

者
が
加
入
す
る
海
浜
組
合
連
合

会
で
は
、
暴
力
団
関
係
者
は
会

員
に
な
れ
な
い
こ
と
を
規
約
で

定
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
海
の

家
の
営
業
ル
ー
ル
で
は
利
用
者

が
暴
力
団
関
係
者
と
判
明
し
た

場
合
に
は
、
利
用
を
拒
否
す
る

と
し
て
い
る
。

　
　

な
お
、
出
店
を
希
望
し
て
い

る
方
が
暴
力
団
関
係
者
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
、
警
察
へ
照
会

し
て
の
確
認
は
し
て
い
な
い
。

を
聞
き
た
い
。

環
境
部
長
…
候
補
地
の
検
討
に
つ

い
て
は
、
平
成
25
年
12
月
、
生

活
環
境
整
備
審
議
会
の
中
に
、

用
地
検
討
部
会
を
設
置
し
、
市

民
の
意
見
を
聴
取
し
な
が
ら
、

候
補
地
の
選
定
を
し
て
い
る
。

選
定
は
３
次
選
定
ま
で
行
う
が
、

２
次
選
定
の
方
法
と
し
て
は
、

敷
地
面
積
、
接
道
な
ど
の
要
件

の
ほ
か
、
古
都
保
存
法
の
自
然

的
環
境
等
を
踏
ま
え
た
用
地
の

除
外
、
利
用
可
能
な
用
地
が
な

い
施
設
の
除
外
等
、
基
本
的
な

条
件
の
み
で
選
定
し
た
結
果
で

あ
る
。

質
問
…
今
回
、
突
然
、
観
光
厚
生

常
任
委
員
会
で
、
新
ご
み
焼
却

施
設
建
設
の
候
補
地
と
し
て
、

４
カ
所
が
報
告
さ
れ
た
。
候
補

地
に
な
る
こ
と
自
体
、
大
き
な

影
響
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
な

ぜ
、
全
員
協
議
会
な
ど
で
、
議

会
全
体
へ
の
報
告
と
し
な
か
っ

た
の
か
。

同
部
長
…
こ
れ
ま
で
の
検
討
経
過

を
、
今
回
、
観
光
厚
生
常
任
委

員
会
へ
報
告
し
た
が
、今
後
は
、

用
地
検
討
部
会
か
ら
の
答
申
を

受
け
、
平
成
27
年
１
月
末
を
目

途
に
最
終
的
な
建
設
候
補
地
の

絞
り
込
み
を
し
た
上
で
、
議
会

に
対
し
て
し
か
る
べ
き
説
明
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

質
問
…
今
回
、当
該
地
に
お
い
て
、

拠
点
整
備
部
と
環
境
部
の
業
務

が
競
合
し
て
お
り
、そ
れ
に
つ
い

て
は
市
長
が
調
整
し
判
断
す
べ

き
で
あ
り
、住
民
は
そ
の
結
果
を

知
り
た
い
と
思
わ
れ
る
が
、
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

市
長
…
新
ご
み
焼
却
施
設
建
設
は

本
市
に
と
っ
て
、
最
重
要
課
題

で
あ
り
、
こ
の
建
設
に
あ
た
っ

て
は
厳
し
い
土
地
事
情
が
あ
る

中
、
４
つ
の
候
補
地
で
相
対
評

価
を
行
い
、
最
終
的
に
候
補
地

を
絞
り
込
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
そ
う
し
た
考
え
方

を
権
利
者
の
方
々
に
お
伝
え
し

て
い
き
た
い
。　

全
員
協
議
会

「
最
適
な
資
源
化
の
あ
り
方
に

つ
い
て
」

廃
棄
物
減
量
化
及
び
資
源
化

推
進
審
議
会
答
申

　
本
市
の
ご
み
処
理
に
お
け
る

最
適
な
資
源
化
の
あ
り
方
に
関

し
て
、
６
月
３
日
に
議
会
全
員

協
議
会
を
開
催
し
、
市
長
か
ら

報
告
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。
報
告
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
「
鎌
倉
市
の
最
適
な
資
源
化
の

あ
り
方
に
つ
い
て
」
は
、
新
焼

却
施
設
の
施
設
規
模
等
を
検
討

し
て
い
く
上
で
、
品
目
ご
と
の

資
源
化
の
あ
り
方
や
処
理
量
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

廃
棄
物
減
量
化
及
び
資
源
化
推

進
審
議
会
に
諮
問
し
、
平
成
26

年
５
月
30
日
に
答
申
が
あ
っ
た

も
の
で
あ
る
。

　

答
申
で
は
、
循
環
型
社
会
の

形
成
に
係
る
国
等
の
動
向
や
本

市
の
現
状
と
課
題
を
分
析
し
た

上
で
、
本
市
が
実
施
し
て
い
る
マ

テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
に
加
え
て

サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
の
観
点
を

踏
ま
え
、
品
目
ご
と
に
ご
み
処
理

量
を
推
計
す
る
と
と
も
に
、
環
境

負
荷
、
経
済
性
、
効
果
、
安
定
的

な
処
理
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基

づ
く
市
民
目
線
、
他
市
事
例
の
６

項
目
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、
新

焼
却
施
設
の
稼
働
後
に
お
け
る
最

適
な
資
源
化
の
あ
り
方
に
つ
い
て

方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
生
活
環
境
整
備
審
議
会

に
施
設
規
模
等
の
検
討
を
図
る
上

で
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
本

答
申
を
示
す
ほ
か
、
平
成
26
年
度

末
に
は
ご
み
焼
却
施
設
基
本
計
画

を
行
政
計
画
と
し
て
位
置
付
け
る

予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
答
申
は
新
焼
却
施
設

稼
働
後
の
将
来
の
資
源
化
の
あ
り

方
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
28
年

度
か
ら
平
成
37
年
度
ま
で
の
10
年

間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
３
次

鎌
倉
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
ご
み
処
理
基
本
計
画
」
に
も
反

映
さ
せ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

本会議・委員会映像公開中です！
　鎌倉市議会では、本会議及び各常任委員会等について生中継
を行っています。（録画映像も見ることができます。）

鎌倉市議会ホームページはこちら！
または、http://www.city.kamakura.kanagawa.jp/gikai/

鎌倉市議会 検索

緊

急

質

問

深
沢
地
域
国
鉄
跡
地
周
辺
総
合
整
備
事
業
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古紙配合率80%再生紙を使用しています

か ま く ら 議 会 だ よ り 第 2 2 6号　　（4）平成26年8月1日

議 決 さ れ た 主 な 議 案 等 ※下記以外の議案等への賛否については、議会事務局へお問い合わせください。

会　派　名

鎌
　
　
倉
　
　
夢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会

み
ん
な
の
鎌
倉

公
　

明
　

党

鎌
倉
市
議
会

議
　

員
　

団

鎌
倉
み
ら
い

草

莽

の

会

日
本
共
産
党

鎌
倉
市
議
会

議
　

員
　

団

神
　

奈
　

川

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運
動
・
鎌
倉

自
由
民
主
党

鎌

　

倉

無

所

属

議　員　名
◎
髙
橋
　
浩
司

　
日
向
　
慎
吾

　
永
田
　
磨
梨
奈

　
小
野
田
　
康
成

◎
久
坂
　
く
に
え

　
河
村
　
琢
磨

　
中
村
　
聡
一
郎

　
渡
辺
　
隆

◎
大
石
　
和
久

　
西
岡
　
幸
子

　
納
所
　
輝
次

◎
山
田
　
直
人

　
池
田
　
実

　
前
川
　
綾
子

◎
岡
田
　
和
則

　
長
嶋
　
竜
弘

　
渡
邊
　
昌
一
郎

◎
吉
岡
　
和
江

　
赤
松
　
正
博

◎
三
宅
　
真
里

　
保
坂
　
令
子

◎
中
澤
　
克
之

　
上
畠
　
寛
弘

　
千
　
　一

　
竹
田
　
ゆ
か
り

　
松
中
　
健
治主 な 議 案 等 議決

結果

条
例

第8号 鎌倉市海水浴場のマナーの向上に関する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第9号 鎌倉市いじめ問題対策連絡協議会及び鎌倉市いじめに関する調査
委員会条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第10号 鎌倉市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第13号 鎌倉市廃棄物の減量化、資源化及び処理に関する条例の一部を改
正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ 退 － － － － － － ○ － －

第14号 鎌倉市まちづくり条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
その他 第4号 ３市１組合共催川崎競輪事業からの撤退に関する和解について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
会
議
案

第2号 集団的自衛権行使を容認する憲法解釈についての意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ － － － 退 退 退 ○ ○ ○ 退 － － ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○

第3号 特定秘密保護法を一旦廃止し、国民的議論を尽くすことを求める
意見書の提出について 否決 － － － － － － － － － － － － － ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ －

第4号 北朝鮮による日本人拉致問題の真相究明と早期の全面解決を求め
る決議について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情 第3号 鎌倉市を訪問する学童・生徒のための昼食等の施設確保についての陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
※平成26年5月30日付で「公正、公平、透明な政治を実現する会鎌倉」から「草莽の会」に名称変更、無所属の渡邊昌一郎議員が同会に入会。
※平成26年6月11日付で「公明党鎌倉市議会議員団」の代表者は大石和久議員に、「鎌倉みらい」の代表者は山田直人議員に変更。

○：賛成　－：反対　退：退席

※�会派は、政策を中心とした同一の理念を共有
する２人以上の議員で構成されます。本市議
会では、会派に属する議員は代表質問を行っ
たり、議会運営委員会の委員となり、議会運
営に関する協議を行うことができます。

※◎は会派の代表者
※�中村聡一郎議員は議長のため、採決には参加
していません。

　
今
定
例
会
で
は
、
議
員
か
ら
議

案
４
件
が
、
市
長
か
ら
議
案
27
件

及
び
諮
問
１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
議
案
等
の
内
容
及
び
議

会
に
お
け
る
議
決
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
《
議
員
提
出
議
案
》

集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認
す
る

憲
法
解
釈
に
つ
い
て
の
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て

　

今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
「
集

団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認
す
る
解

釈
改
憲
に
反
対
す
る
意
見
書
」
を

求
め
る
陳
情
ほ
か
２
件
が
、
付
託

先
の
総
務
常
任
委
員
会
で
総
員
の

賛
成
に
よ
り
採
択
さ
れ
た
た
め
、

委
員
会
提
出
議
案
と
し
て
提
出
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

特
定
秘
密
保
護
法
を
一
旦
廃
止
し
、

国
民
的
議
論
を
尽
く
す
こ
と
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

昨
年
12
月
の
臨
時
国
会
で
成
立

し
た
特
定
秘
密
保
護
法
に
関
し
、

市
民
の
知
る
権
利
が
侵
害
さ
れ
な

い
よ
う
、
い
っ
た
ん
法
律
を
廃
止

し
、
国
民
的
議
論
を
尽
く
す
こ
と

に
つ
い
て
国
に
意
見
書
を
提
出
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
少
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
否
決
し
ま
し
た
。

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題

の
真
相
究
明
と
早
期
の
全
面
解
決

を
求
め
る
決
議
に
つ
い
て

　

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問

題
に
関
し
、
北
朝
鮮
と
の
間
で
合

意
し
た
調
査
対
象
者
に
、
本
市
在

住
・
在
勤
者
２
名
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
際
社
会
と
の
連

携
を
図
り
つ
つ
、
再
発
防
止
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も

に
、
拉
致
被
害
等
の
真
相
究
明
と

早
期
の
全
面
解
決
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
と
し
て
決
議
す

る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

（
可
決
し
た
決
議
及
び
意
見
書
の

全
文
は
３
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　
《
市
長
提
出
議
案
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

条
例
関
係
議
案
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
水
浴
場
の
マ
ナ
ー
の
向
上
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

安
心
で
快
適
な
海
水
浴
場
と
す

る
た
め
、
海
水
浴
場
の
利
用
者
に

よ
る
マ
ナ
ー
に
反
す
る
迷
惑
行
為

を
防
止
し
、
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図

る
た
め
必
要
な
事
項
を
定
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
公
布
の
日
か
ら

施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協

議
会
及
び
鎌
倉
市
い
じ
め
に
関
す

る
調
査
委
員
会
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

い
じ
め
問
題
対
策
推
進
法
の
施

行
を
受
け
て
策
定
さ
れ
た
、「
鎌

倉
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
に

基
づ
き
、
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡

協
議
会
及
び
い
じ
め
に
関
す
る
調

査
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
組
織

及
び
運
営
に
関
し
て
必
要
な
事
項

を
定
め
る
も
の
で
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

平
成
24
年
か
ら
実
施
し
て
い
る

職
員
給
与
の
暫
定
削
減
に
つ
い
て
、

本
年
８
月
か
ら
２
カ
月
間
延
長
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
お
う

と
す
る
も
の
で
、
公
布
の
日
か
ら

施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

廃
棄
物
の
減
量
化
、
資
源
化
及
び

処
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

ご
み
の
減
量
及
び
資
源
化
を
図

る
施
策
と
し
て
、
家
庭
系
一
般
廃

棄
物
を
有
料
化
す
る
と
と
も
に
、

事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
処
理
手
数

料
を
改
め
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

自
己
の
居
住
の
用
に
供
す
る
建

築
物
の
建
築
を
目
的
と
し
た
開
発

事
業
の
適
用
範
囲
等
を
改
め
る
も

の
で
、
適
用
除
外
の
改
正
規
定
は

10
月
１
日
か
ら
、
そ
の
他
の
規
定

は
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ

の

他

　
　
　
　
　
　

３
市
１
組
合
共
催
川
崎
競
輪
事
業

か
ら
の
撤
退
に
関
す
る
和
解
に
つ

い
て

　

川
崎
市
と
の
間
で
協
議
中
の
３

市
１
組
合
共
催
川
崎
競
輪
事
業
か

ら
の
撤
退
に
関
す
る
和
解
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

で
、
こ
の
た
び
川
崎
市
と
合
意
に

至
っ
た
こ
と
か
ら
、
和
解
を
し
、

解
決
一
時
金
を
支
払
お
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諮

問
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
の
施
設
を
利
用
す
る
権
利
に
関

す
る
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立

て
に
つ
い
て

　

お
な
り
子
ど
も
の
家
へ
の
入
所

申
請
に
関
し
、
入
所
保
留
処
分
が

な
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
異
議
申

し
立
て
が
行
わ
れ
た
た
め
、
地
方

自
治
法
第
２
４
４
条
の
４
第
４
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
に
諮
問

す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
却
下
が
妥
当
で
あ
る
旨
、
答

申
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

（
答
申
文
は
、
本
会
議
録
及
び
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）教

育
委
員
会
委
員

　

次
の
方
の
選
任
に
つ
い
て
の
議

案
に
同
意
し
ま
し
た
。

朝
比
奈　

惠
温
氏（
山
ノ
内
在
住
）

公
平
委
員
会
委
員

　

次
の
方
の
選
任
に
つ
い
て
の
議

案
に
同
意
し
ま
し
た
。

沼
野　
　

輝
彦
氏（
常
盤
在
住
）

農
業
委
員
会
委
員

　

次
の
議
員
を
推
薦
す
る
こ
と
に

つ
い
て
の
議
案
に
同
意
し
ま
し
た
。

西
岡　

幸
子
議
員（
笛
田
在
住
）

永
田
磨
梨
奈
議
員（
七
里
ガ
浜
東
在
住
）

渡
辺　
　

隆
議
員（
材
木
座
在
住
）

編
集
後
記

編
集
後
記

　

鎌
倉
市
議
会
で
は
こ
と
し
12
月

の
上
程
を
目
指
し
、
議
会
基
本
条

例
の
制
定
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。　

　

そ
の
条
例
の
中
で
は
「
情
報
の

積
極
的
な
発
信
」
が
う
た
わ
れ
て

お
り
、
上
程
に
先
駆
け
て
「
オ
ー

プ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」「
議
会
報

告
会
＆
意
見
聴
取
会
」を
開
催
し
、

さ
ら
に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

を
開
設
す
る
な
ど
、
情
報
の
積
極

的
な
発
信
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」

が
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

も
っ
と
も
身
近
な
情
報
受
信
ツ
ー

ル
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
充
実
し
た

「
議
会
だ
よ
り
」
の
あ
り
方
を
模

索
し
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
い
紙

面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
小
野
田
康
成
）

議
会
広
報
委
員
会

　
委
員
長
　
上
畠
　
寛
弘

　
副
委
員
長
　
河
村
　
琢
磨

　
委
　
　
員
　
保
坂
　
令
子

　
委
　
　
員
　
西
岡
　
幸
子

　
委
　
　
員
　
池
田
　
　
実

　
委
　
　
員
　
渡
邊
昌
一
郎

　
委
　
　
員
　
小
野
田
康
成

　
委
　
　
員
　
吉
岡
　
和
江

由比ガ浜海水浴場の様子（平成25年７月撮影）

　

５
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
、
全

国
市
議
会
議
長
会
第
90
回
定
期
総

会
に
お
い
て
、赤
松
正
博
議
員
が
、

議
員
在
職
40
年
以
上
特
別
表
彰
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
村
聡
一
郎
議
長
に
、

社
会
文
教
委
員
会
委
員
の
功
績
を

た
た
え
、感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

赤松議員の表彰伝達式

全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら

議
員
在
職
40
年
表
彰
を
受
章


